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仏暦２５４６年３月（２００３年）
財団法人 全日本仏教会

WFB世界仏教徒会議マレーシア大会で行われた本会代表団とセランゴール
地域センターとの懇親昼食会｛WFBパン・ワナミティ会長（右より５人
目）、大谷光真本会会長（中央）、森和久理事長（左より２人目）、小林正道事
務総長（左）｝（関連記事４、５頁）

中央教育審議会に要請書を提出
仏教・キリスト教対話研究集会報告

「全仏」誌４月号より刷新
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現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
文
部
科
学
大
臣

諮
問
の
下
、
教
育
基
本
法
と
教
育
振
興
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
会
と
し
て
は
、
十
一
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
で
対
応
を
協
議
し
、
中
央
教
育
審
議
会
の
議

論
に
対
し
て
、
い
の
ち
を
尊
重
す
る
宗
教
の
大
切
さ
、

宗
教
に
関
す
る
知
識
や
情
操
を
涵
養
す
る
宗
教
教
育

を
重
視
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
そ
の
実
現
の
為
に
、
教
育
基
本
法
第
九
条
の
宗

教
教
育
に
関
す
る
事
項
を
適
切
な
条
文
へ
改
正
を
す

べ
き
と
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ
、
中
教
審
に
対
し
て

要
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
ま
た
そ

の
具
体
的
内
容
と
方
策
に
つ
い
て
は
理
事
長
へ
の
一

任
と
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
た
。

十
一
月
十
四
日
に
は
、
中
央
教
育
審
議
会
よ
り
、

中
間
答
申
が
出
さ
れ
た
が
、
宗
教
教
育
に
関
し
て
は

そ
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な

提
言
は
見
送
ら
れ
た
。

（http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b- m

enu/shingi/chukyo/
chukyo0/toushin/021101.htm

に
全
文
掲
載
）

こ
れ
に
対
し
、
本
会
と
し
て
は
十
二
月
十
四
日
に

京
都
国
際
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
一
日
中
央
教
育
審

議
会
」
で
、
森
理
事
長
の
付
託
を
受
け
た
石
上
智
康

常
務
理
事
よ
り
、
宗
教
に
関
す
る
知
識
・
情
操
教
育

の
重
視
、
教
育
基
本
法
第
九
条
の
適
切
な
表
現
へ
の

改
正
を
答
申
に
盛
り
込
む
よ
う
意
見
具
申
を
行
っ
た
。

（http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b- m

enu/shingi/chukyo/
chukyo0/gijiroku/002/030101ad.htm

に
発
表
要
旨
）

ま
た
、
本
会
の
他
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
、

神
社
本
庁
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
、
教
派
神
道

連
合
会
の
五
団
体
で
組
織
す
る（
財
）日
本
宗
教
連
盟

と
し
て
も
、
一
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
中
央
教

育
審
議
会
の
基
本
問
題
部
会
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
場
で
、
教
育
の
現
場
に
お
け
る
特
定
の
宗
派
に
よ

ら
な
い
宗
教
教
育
の
重
視
、
そ
の
実
現
の
為
の
教
育

基
本
法
の
改
正
を
含
め
た
審
議
を
要
請
し
た
。

（http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b- m

enu/shingi/chukyo/
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１２月１４日、京都宝ヶ池国際会館で行
われた一日中央教育審議会で意見発
表する石上智康常務理事
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全 仏

－２－

２００３年３月１日
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chukyo0/gijiroku/002/030102
b.htm

に
全
文
掲
載
）

ま
た
、
二
月
四
日
に
は
、
本
会
と
し
て
、「
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
と
教
育
振
興
基

本
計
画
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
『
要
請
書
』」（
別

掲
）
を
理
事
長
名
で
文
部
科
学
省
経
由
、
中
央
教
育

審
議
会
会
長
宛
提
出
し
重
ね
て
検
討
を
要
請
し
た
。

三
月
末
に
は
中
教
審
と
し
て
の
答
申
が
文
部
科
学

大
臣
宛
出
さ
れ
、
以
後
国
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
本
会
と
し
て
は
こ
う
し
た
動
向
を
鑑

み
つ
つ
今
後
も
対
応
を
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

去
る
十
二
月
六
日
、
京
都
の
立
命
館
大
学
国
際
平

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
い
て
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会

主
催
・
外
務
省
後
援
で
ス
リ
ラ
ン
カ
和
平
と
復
興
を

推
進
す
る
た
め
の
日
本
の
宗
教
界
と
の
意
見
交
換
会

「
ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
を
囲
む
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
ラ
ニ
ー
ル
・
ウ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ン
ハ
・
ス

リ
ラ
ン
カ
首
相
、
元
国
連
大
使
の
明
石
康
ス
リ
ラ
ン

カ
問
題
担
当
日
本
政
府
代
表
、
宗
教
界
か
ら
は
曹
洞

宗
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
浄
土
宗
、
天
台
宗
、
日

蓮
宗
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
念
法
眞
教
等
の
本
会
加

盟
宗
派
の
方
々
、
同
委
員
会
委
員
各
位
、
本
会
か
ら

は
小
林
正
道
事
務
総
長
、
渡
邊
宗
徹
国
際
文
化
部
長

が
出
席
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
国
民
の
約
八
割
が
仏
教
徒
で
あ
る

が
二
十
年
に
渡
り
政
府
と
少
数
派
「
タ
ミ
ー
ル
・
イ

ス
ラ
ー
ム
解
放
の
ト
ラ
」
と
の
間
で
内
戦
が
続
い
て

い
た
が
、
昨
年
か
ら
は
各
方
面
の
力
で
和
平
の
動
き

が
急
速
に
進
ん
で
き
た
。
六
月
に
は
ス
リ
ラ
ン
カ
仏

教
界
の
中
心
の
四
法
王
が
来
日
し
た
際
、
同
委
員
会

が
和
平
支
援
の
会
議
を
開
催
し
、
本
会
は
森
和
久
理

事
長
が
支
援
の
表
明
演
説
を
行
い
、
同
委
員
会
と
密

接
な
連
携
を
と
っ
て
事
態
の
推
移
を
見
守
っ
て
き
た
。

今
回
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
の
停
戦
協
定
が
実
効

を
呈
し
、
各
宗
教
の
対
話
と
協
力
が
進
み
つ
つ
あ
る

現
状
を
説
明
し
、
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
疲
弊
し

て
い
る
国
民
へ
の
支
援
を
要
請
さ
れ
た
。
明
石
氏
か

ら
は
現
地
状
況
の
視
察
報
告
が
な
さ
れ
、
日
本
政
府

と
し
て
の
経
済
援
助
と
推
進
の
た
め
の
国
際
援
助
国

会
議
の
東
京
で
の
開
催
計
画
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ

た
。本

会
小
林
事
務
総
長
か
ら
は
、
日
本
の
宗
教
界
を

代
表
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
の
状
況
の
広
報
活
動
を
行
い

具
体
的
な
支
援
の
方
向
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
旨

の
、
更
に
シ
ャ
ン
テ
イ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
会
長

（
本
会
国
際
委
員
会
委
員
）松
永
然
道
師
か
ら
は
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
し
て
支
援
を
検
討
し
た
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
和
平
・
復
興
推
進
支
援

ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
を
囲
む
会

（
社
）全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
様

金
、
壱
百
萬
円

法
融
寺

那
須
公
順
様

金
、

十
萬
円

法
清
寺

奈
良
康
明
様

金
、

十
萬
円

光
明
寺

石
上
智
康
様

金
、
五
十
萬
円

萬
福
寺

安
本
利
正
様

金
、
壱
百
萬
円

照
栄
院

石
川
恒
彦
様

金
、

十
萬
円

龍
泉
寺

壽
山
良
知
様

金
、

十
萬
円

信
松
院

西
村
輝
成
様

金
、
壱
百
萬
円

保
壽
院

藤
原
知
徳
様

金
、

十
萬
円

佛
教
大
学

佛
教
青
年
会
様

金
、

壱
萬
円

高
福
院

川
島
宏
之
様

金
、
壱
百
萬
円

妙
高
寺

吉
橋
勝
寛
様

金
、
五
十
萬
円

慈
眼
寺

櫻
井
大
乘
様

金
、
五
十
萬
円

慈
眼
寺

櫻
井
英
幸
様

金
、
五
十
萬
円

西
新
井
大
師
總
持
寺

濱
野
堅
照
様

金
、
五
十
萬
円

浄
運
寺

野
口
善
教
様

金
、

十
萬
円

長
慶
寺

島
田
弘
道
様

金
、

十
萬
円

善
林
寺

真
柄
信
雄
様

金
、

五
萬
円

水
野
和
子
様

金
、

十
萬
円

羅
漢
寺

矢
萩
信
顕
様

金
、
弐
十
萬
円

圓
通
寺

梅
花
講
・
森
和
久
様

金
、

二
萬
円

金
剛
院

山
田
一
眞
様

金
、

十
萬
円

實
相
寺

豊
田
英
世
様

金
、

十
萬
円

近
龍
寺

松
濤
弘
道
様

金
、
五
十
萬
円

月
島
テ
レ
ビ
商
会
様

金
、

十
萬
円

立
正
保
育
園
様

金
、
弐
十
八
萬
六
千
円

全
昌
院

安
達
良
元
様

金
、

参
萬
円

西
有
寺

横
山
敏
明
様

金
、
壱
百
萬
円

明
順
寺

斉
藤
明
聖
様

金
、
五
十
萬
円

能
仁
寺

萩
野
映
明
様

金
、
三
十
萬
円

西
福
寺

加
納
博
司
様

金
、
三
十
萬
円

妙
本
寺

加
藤
日
暉
様

金
、
五
十
萬
円

豪
徳
寺

粕
川
鐵
禅
様

金
、
壱
百
萬
円

法
蔵
院

杜
多
徳
雄
様

金
、
五
十
萬
円

入
西
智
彦
様

金
、
三
十
萬
円

善
光
寺

岩
田
文
有
様

金
、

十
萬
円

圓
通
寺

森
和
久
様

金
、
壱
百
萬
円

篤
志
者

金
、

十
萬
円

（
二
月
十
日
現
在
・
受
付
順
）

※
篤
志
の
振
込
先
口
座
番
号
（
郵
便
振
替
）

〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

加
入
者
名
（
財
）全
日
本
仏
教
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下
さ
い

※
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
会
国
際
文
化
部

電
話

〇
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

篤
志
支
援
者
御
芳
名

２００３年３月１日

－３－
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去
る
平
成
十
四
年
十
二
月
八
日
か
ら
十
三
日

ま
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
市
郊
外
シ
ャ
ー
ア
ラ
ム
の
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ

・
ホ
テ
ル
に
於
て
、
第
二
十
二
回
世
界
仏
教
徒

会
議
及
び
第
十
三
回
世
界
仏
教
徒
青
年
会
議
が

開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
世
界
十
九
カ
国
七

十
五
地
域
セ
ン
タ
ー
の
代
表
約
五
百
名
が
参
集

し
、
わ
が
国
か
ら
は
全
日
本
仏
教
会
大
谷
光
真

会
長
以
下
、
同
会
派
遣
の
代
表
四
十
九
名
（
他

に
全
日
本
仏
教
青
年
会
か
ら
も
九
名
）
が
参
加

し
た
。
今
回
、
は
じ
め
て
北
朝
鮮
お
よ
び
ロ
シ

ア
の
ブ
リ
ア
ー
ト
共
和
国
か
ら
の
代
表
も
参
加

し
、
他
の
代
表
と
友
好
を
深
め
た
。

開
催
地
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
は
イ
ス
ラ
ム
教

が
国
教
で
あ
り
、
隣
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ

島
で
テ
ロ
事
件
が
起
き
た
直
後
で
も
あ
り
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
同
国
で

仏
教
徒
会
議
を
開
く
こ
と
に
対
し
て
参
加
す
る

前
は
一
抹
の
不
安
が
あ
っ
た
が
、
お
互
い
が
協

調
精
神
を
持
っ
た
同
国
民
の
寛
容
さ
と
歓
待
ぶ

り
を
垣
間
見
て
、
そ
う
し
た
不
安
は
杞
憂
に
終

わ
っ
た
。

十
二
月
九
日
は
会
議
に
先
立
ち
、
同
地
に
於

て
世
界
仏
教
徒
連
盟
の
執
行
委
員
会
や
全
体
会

議
が
開
催
さ
れ
、
前
回
以
来
の
経
過
報
告
及
び

新
規
加
盟
セ
ン
タ
ー
承
認
問
題
な
ど
を
審
議
し

た
。
こ
れ
と
平
行
し
て
世
界
仏
教
大
学
理
事
会

が
開
か
れ
、
そ
の
主
要
議
題
と
し
て
は
、
平
成

十
五
年
五
月
に
世
界
仏
教
学
者
会
議
の
開
催
と
、

新
た
に
四
研
究
所
が
準
大
学
機
関
と
し
て
加
盟

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
昼
に
は
、
全
日
本
仏
教
会
と
同
会
議

主
催
者
の
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
地
域
セ
ン
タ
ー
と
の

共
催
で
懇
親
昼
食
会
が
開
か
れ
、
そ
の
後
、
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
「
進
も
う
ー
智
慧
と
慈
悲
の
精

神
で
」
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
基
調
講
演
を

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
大
僧
堂
寺
主
管
ダ
ン
マ

ナ
ン
ダ
師
が
行
い
、「
今
こ
そ
、
仏
教
徒
は
た

ん
な
る
議
論
や
他
者
依
存
か
ら
脱
却
し
て
、
自

ら
実
行
す
べ
き
時
期
が
到
来
し
た
」
と
獅
子
吼

し
た
。

十
二
月
十
日
の
世
界
仏
教
徒
会
議
開
会
式
に

は
千
人
の
列
席
者
の
下
、
マ
レ
ー
シ
ア
共
和
国

の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
格
調
高
い
開
会
演
説

を
行
い
、
持
論
で
あ
る
「
最
近
の
風
潮
で
あ
る

国
際
的
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
金
権
主

義
の
蔓
延
、
モ
ラ
ル
の
退
廃
、
民
族
、
宗
教
間

の
緊
張
が
高
ま
る
中
で
、
今
こ
そ
我
々
は
相
互

理
解
と
宗
教
的
信
念
が
必
要
だ
」
と
約
三
十
分

間
流
暢
な
英
語
で
演
説
し
た
。
そ
し
て
、「
イ

ス
ラ
ム
教
が
国
教
の
わ
が
国
で
世
界
仏
教
徒
会

議
を
主
催
す
る
こ
と
に
、
一
部
イ
ス
ラ
ム
教
保

���� WFB�������
�������

第２２回WFB世界仏教徒会議が、

イスラム教が国教であるマレーシア

で開催され、「他宗教との相互交流

の重要性や、世界の平和に向けた仏

教の智慧や慈悲の精神の浸透につい

て」議論された。

本会では同会議に代表団を派遣し、

大谷光真会長はじめ森和久理事長、

小林正道事務総長、松濤弘道国際委

員会委員長以下４９名が参加した。

松濤弘道国際委員会委員長の報告

を掲載する。
開会式にて大谷光真会長（前列左より二人目）、小林正道事務総長
（後列左より二人目）、松濤弘道国際委員会委員長（前列左）

����������� �� ��

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
（
左
）
を
出
迎
え
る
森
理

事
長
、
小
林
事
務
総
長
、
松
濤
国
際
委
員
長

全 仏

－４－
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守
主
義
の
同
僚
は
批
判
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ

に
屈
せ
ず
、
私
は
世
界
に
如
何
に
イ
ス
ラ
ム
教

徒
は
世
界
平
和
と
各
宗
教
共
存
を
希
求
し
て
い

る
か
の
範
を
示
す
」
と
前
向
き
に
語
り
か
け
、

参
加
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

続
い
て
分
科
会
と
歓
迎
晩
餐
会
が
開
か
れ
た
。

分
科
会
議
は
財
政
、
出
版
教
育
文
化
芸
術
、
宣

教
、
人
権
、
統
合
、
青
年
、
社
会
経
済
、
女
性
、

規
律
委
員
会
に
分
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
を

討
議
し
た
。
特
筆
す
べ
き
事
は
、
種
々
の
仏
教

教
化
活
動
へ
の
議
論
や
決
議
を
し
て
も
、
そ
れ

を
実
行
す
る
段
で
の
人
材
お
よ
び
財
政
的
基
盤

の
弱
体
化
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
を
い
か
に
解
決

す
る
か
に
焦
点
が
絞
ら
れ
、
経
済
大
国
で
あ
る

わ
が
国
に
期
待
す
る
向
き
が
強
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
毎
回
の
会
議
で
痛
感
す
る
こ
と
は
、
世

界
仏
教
徒
会
議
を
是
非
共
、
日
本
で
、
と
の
要

望
や
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
国
際
信
義
上
、

ま
た
国
内
的
に
も
、
道
義
が
失
墜
し
た
不
透
明

な
世
の
中
に
あ
っ
て
、
宗
教
心
の
高
揚
や
仏
教

へ
の
再
認
識
を

高
め
る
為
に
も
、

早
期
開
催
が
切

に
望
ま
れ
よ
う
。

十
一
日
に
は

全
体
会
議
を
開

き
、
分
科
会
で

討
議
さ
れ
た
決

議
案
を
審
議
し

て
、
大
会
宣
言

文
を
満
場
一
致

で
採
択
し
た
。

ま
た
、
同
席

上
、
世
界
仏
教

徒
連
盟
の
新
会

長
に
は
タ
イ
国

の
パ
ン
・
ワ
ナ

ミ
テ
ィ
ー
閣
下

が
再
任
さ
れ
、

副
会
長
に
は
他

国
の
新
任
者
と

共
に
わ
が
国
、

全
日
本
仏
教
会

の
森
和
久
理
事

長
が
再
任
さ
れ

た
。引

き
続
き
十

二
日
に
は
、
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
内
に
あ
る
前
述
の
ダ
ン
マ

ナ
ン
ダ
師
が
住
職
を
し
て
い
る
大
僧
堂
寺
（
マ

ハ
ー
ビ
ハ
ー
ラ
寺
）
や
郊
外
の
政
治
都
市
プ
ト

ラ
ジ
ャ
ヤ
の
見
学
が
行
わ
れ
た
。

見
学
後
は
再
び
会
議
場
に
戻
っ
て
閉
会
式
を

開
き
、
次
期
開
催
国
に
ブ
ー
タ
ン
が
名
乗
り
を

挙
げ
て
会
議
は

無
事
終
了
し
、

各
国
か
ら
の
参

加
者
は
会
期
間

中
の
充
実
し
た

四
日
間
を
振
り

返
り
、
主
催
者

に
感
謝
の
念
を

抱
き
つ
つ
、
十

三
日
に
そ
れ
ぞ

れ
無
事
帰
国
し

た
。小

生
は
マ
レ

ー
シ
ア
に
は
二

十
数
年
前
に
一

度
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
今

回
、
再
度
訪
れ

て
特
に
感
じ
た

こ
と
は
、
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
首
相

の
提
唱
し
た

「
日
本
に
見
習

え
」（
ル
ッ
ク

・
イ
ー
ス
ト
）

政
策
に
よ
る
、

過
去
十
年
来
の

発
展
ぶ
り
で
あ

る
。
か
つ
て
は
近
隣
諸
国
以
下
の
生
活
水
準
で

あ
っ
た
も
の
が
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
経
済
復

興
に
努
力
し
た
結
果
、
今
日
で
は
都
市
部
を
中

心
に
世
界
最
高
層
ビ
ル
の
ペ
ト
ロ
・
ツ
イ
ン
・

タ
ワ
ー
は
じ
め
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、
高
速
道

路
が
四
通
八
通
し
、
成
田
国
際
空
港
に
匹
敵
す

る
空
港
ビ
ル
が
完
成
し
て
国
際
的
ハ
ブ
空
港
に

な
っ
て
い
る
。
国
民
の
大
部
分
が
英
語
を
解
し
、

街
は
清
潔
で
治
安
が
良
く
、
外
国
人
に
対
し
て

友
好
的
で
あ
る
。

今
回
の
同
国
で
の
仏
教
徒
会
議
の
開
催
に
し

て
も
、
イ
ス
ラ
ム
教
が
国
教
で
あ
り
な
が
ら
、

他
民
族
国
家
で
あ
る
せ
い
か
他
宗
教
に
対
し
て

寛
容
且
つ
尊
敬
の
念
を
払
い
、
そ
の
証
拠
と
し

て
異
教
徒
の
会
議
に
イ
ス
ラ
ム
教
の
首
相
は
じ

め
州
知
事
が
列
席
す
る
だ
け
で
な
く
、
歓
迎
の

演
説
ま
で
す
る
と
い
う
異
例
さ
で
あ
っ
た
。
世

界
的
に
宗
教
、
民
族
間
の
紛
争
激
化
の
傾
向
に

あ
る
中
、
こ
う
し
た
こ
と
は
他
の
イ
ス
ラ
ム
教

国
で
は
絶
対
あ
り
え
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
だ
け

で
も
今
後
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
国
際
的
に
重
要
且

つ
模
範
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
、

わ
れ
わ
れ
が
逆
に
同
国
か
ら
見
習
う
べ
き
点
が

多
々
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

開
会
式
で
挨
拶
す
る
大
谷
光
真
会
長

わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
は
最
近
頻
発
す
る
国
際
的
テ
ロ
行
為

に
対
し
て
、
他
と
の
宗
教
的
相
互
交
流
を
通
じ
て
再
発
防

止
に
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
、
人
類
の
進
歩
と
幸
福
増
進

に
寄
与
す
る
仏
教
的
智
慧
と
慈
悲
の
精
神
の
浸
透
を
め
ざ

す
。
そ
の
実
現
の
た
め

一
、
人
類
、
民
族
、
宗
教
、
性
、
社
会
的
地
位
、
地
理
的

環
境
、
政
治
、
経
済
的
関
係
を
超
越
し
て
平
和
共
存
に

努
力
す
る

二
、
平
和
と
安
全
の
た
め
、
道
徳
心
の
高
揚
、
非
暴
力
、

寛
容
、
慈
悲
、
協
調
、
博
愛
な
ど
を
通
じ
宗
教
の
重
要

性
を
確
認
す
る

三
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
や
実
践
を
通
じ
て
、
不
安
定
で
危

機
的
状
況
に
あ
る
世
情
を
救
済
す
る
仏
教
的
生
き
方
の

最
高
価
値
を
実
現
す
る

四
、
宇
宙
的
倫
理
で
あ
る
五
戒
を
尊
守
す
る

五
、
仏
教
的
慈
悲
喜
捨
や
平
等
、
静
寂
の
精
神
で
戦
争
や

紛
争
防
止
の
た
め
に
積
極
的
に
努
力
す
る

六
、
国
際
的
情
報
通
信
を
通
じ
て
、
効
果
的
な
仏
教
機
関

や
組
織
の
近
代
化
や
改
善
を
促
進
す
る

七
、
わ
れ
わ
れ
の
人
的
資
源
を
活
用
し
て
、
仏
教
的
精
神

に
基
づ
く
教
育
的
、
知
的
、
社
会
的
、
精
神
的
サ
ー
ビ

ス
を
行
う 宣

言

文

次
号
で
は
、
本
会
代
表
団
と
し
て
ツ
ア

ー
に
参
加
さ
れ
た
阿
部
顕
瑞
師
（
曹
洞

宗
）
の
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

２００３年３月１日

－５－
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バ
チ
カ
ン
諸
宗
教
対
話
評
議
会
が
主
催
す
る

教
皇
会
議
は
第
三
回
を
迎
え
、
そ
の
東
京
会
議

が
平
成
十
四
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
十
月
三
日

ま
で
中
野
の
立
正
佼
成
会
本
部
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
・
マ
カ
オ

・
日
本
・
イ
ン
ド
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
韓
国
・
ス

リ
ラ
ン
カ
・
台
湾
・
タ
イ
・
イ
タ
リ
ア
・
ア
メ

リ
カ
か
ら
お
よ
そ
二
名
ず
つ
の
代
表
が
出
席
し

た
。会

議
の
主
題
は
、「
仏
教
サ
ン
ガ
・
キ
リ
ス

ト
教
会
と
在
家
信
徒
と
の
か
か
わ
り
」
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
・
キ
リ

ス
ト
教
対
話
研
究
集
会
が
二
度
行
な
わ
れ
て
い

る
。
第
一
回
会
議
は
、
一
九
九
五
年
に
台
湾
の

仏
光
山
で
開
催
さ
れ
、
第
二
回
会
議
が
、
一
九

九
八
年
に
イ
ン
ド
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
の
ア
シ
ル

ヴ
ァ
ナ
ム
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
で
開
か
れ
て
い
る
。
第
三
回
の
参
加
者
は
、

仏
教
側
は
上
座
部
仏
教
・
大
乗
仏
教
・
金
剛
乗

仏
教
の
代
表
者
が
集
い
、
キ
リ
ス
ト
教
サ
イ
ド

は
す
べ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
牧
師
と
教
授
等
で
あ

っ
た
。

発
表
及
び
評
論
者
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
米

国
プ
ル
ド
ゥ
ー
大
学
教
授
ド
ナ
ル
ド
・
ミ
ッ
チ

ェ
ル
氏
を
は
じ
め
と
す
る
学
者
お
よ
び
牧
師
が

十
名
、
仏
教
か
ら
は
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
ー
リ
語

学
・
仏
教
学
大
学
院
教
授
ア
サ
ン
ガ
・
テ
ィ
ラ

カ
ラ
ト
ネ
氏
他
、
上
座
部
仏
教
・
大
乗
仏
教
・

金
剛
乗
仏
教
を
代
表
す
る
十
三
名
の
学
者
や
僧

侶
達
で
あ
っ
た
。
サ
ブ
テ
ー
マ
は
次
の
四
項
目

に
及
ん
で
い
る
。

�
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
教
会
」
・
「
仏

陀
と
そ
の
サ
ン
ガ
」

�
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
使
徒
、
殉
教
者
、

聖
人
、
そ
し
て
教
師
（
博
士
）
た
ち
」
・
「
仏

教
に
お
け
る
仏
陀
、
菩
薩
、
阿
羅
漢
、
そ
し

て
ラ
マ
僧
た
ち
」

�
「
仏
教
に
お
け
る
比
丘
、
比
丘
尼
、
僧
院
と

そ
の
社
会
的
役
割
」
・
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お

け
る
―
宗
教
的
な
、
聖
別
さ
れ
た
―
修
道
士
、

修
道
女
と
、
社
会
へ
奉
仕
す
る
そ
の
役
割
」

�
「
仏
教
に
お
け
る
在
家
信
者
と
そ
の
サ
ン
ガ

と
の
関
係
」
・
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
在

家
信
者
と
そ
の
教
会
と
の
関
係
」

サ
ブ
テ
ー
マ
の
項
目
の
よ
う
に
各
テ
ー
マ
に

つ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
側
か
ら
ペ
ー
パ
ー
が
提
出
さ

れ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
は
仏
教
か
ら
、
仏

教
に
対
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
評
論
が
加
わ

っ
た
。
こ
の
会
議
は
す
べ
て
英
語
で
行
な
わ
れ

通
訳
な
し
の
討
議
で
あ
る
。
サ
マ
リ
ー
か
ら
今

回
の
ダ
イ
ヤ
ロ
グ
を
分
析
す
る
と
次
の
よ
う
な

点
が
討
論
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。

一
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
は
キ
リ
ス
ト
の
弟
子

の
集
合
場
所
と
し
て
み
な
さ
れ
、
相
互
の
教

会
と
そ
こ
に
集
う
信
者
と
の
関
係
は
愛
と
奉

仕
を
規
律
と
し
て
い
る
。
一
方
仏
教
の
サ
ン

ガ
は
主
と
し
て
僧
や
尼
僧
の
た
め
の
仏
法
実

践
道
場
で
あ
る
が
、
広
い
意
味
で
い
え
ば
在

家
信
者
が
そ
こ
に
集
う
場
所
で
も
あ
る
。
歴

史
的
に
述
べ
る
と
、
神
の
働
き
を
人
々
に
あ

ら
わ
す
教
会
で
は
、
イ
エ
ス
が
信
頼
し
た
特

別
の
役
割
を
彼
が
選
ん
だ
使
徒
に
託
さ
れ
、

使
徒
は
公
的
な
目
撃
者
と
み
な
さ
れ
福
音
書

を
世
間
の
人
た
ち
に
読
み
上
げ
る
。

ブ
ッ
タ
の
概
念
は
一
神
教
の
神
と
か
創
造

主
と
は
異
な
り
、
覚
者
で
あ
る
ブ
ッ
タ
が
彼

に
追
随
す
る
も
の
に
対
し
て
悟
り
へ
と
導
く
。

あ
ら
ゆ
る
衆
生
は
本
具
的
に
仏
性
を
も
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

初
期
の
教
会
は
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
た
ち
が

キ
リ
ス
ト
の
招
き
に
従
い
、
彼
ら
自
身
を
神

聖
化
す
る
た
め
に
神
を
選
び
、
す
す
ん
で
貧

な
る
生
活
を
旨
と
し
た
。
す
な
わ
ち
家
族
を

離
れ
、
簡
素
な
生
活
の
た
め
に
結
婚
を
せ
ず
、

兄
弟
姉
妹
の
共
同
体
に
忠
実
で
あ
っ
た
。
イ

エ
ス
自
身
と
神
聖
化
し
た
聖
母
マ
リ
ア
は
教

会
に
お
け
る
宗
教
的
生
活
の
発
展
に
重
要
な

役
割
を
演
じ
た
。
最
初
の
紀
元
二
、
三
世
紀

の
隠
遁
生
活
や
四
世
紀
以
降
の
僧
院
は
こ
の

種
の
精
神
的
生
活
に
特
別
な
規
則
を
与
え
た
。

東
洋
の
聖
ベ
イ
シ
ル
や
西
洋
の
聖
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
は
僧
院
生
活
の
偉
大
な
る
師
の
一
人
で

あ
る
。

十
三
世
紀
に
な
る
と
、
大
僧
院
に
住
む
こ

と
な
く
、
小
さ
な
共
同
体
で
生
活
を
す
る
托

鉢
修
道
士
や
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
や
ド
ミ
ニ
コ

会
に
属
す
る
人
た
ち
の
間
に
宗
教
生
活
に
も

大
き
な
刷
新
が
あ
っ
た
。
十
六
世
紀
に
な
る

研
究
集
会
に
出
席
し
た

一
島
正
真
国
際
委
員
会
副
委
員
長
（
右
）
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と
十
二
使
徒
に
仕
え
る
イ
エ
ズ
ス
会
や
ほ
か

の
宗
教
グ
ル
ー
プ
の
間
に
宗
教
生
活
に
新
た

な
転
換
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
宗
教
団
体

は
み
な
祈
り
を
さ
さ
げ
る
人
や
社
会
に
奉
仕

す
る
こ
と
を
特
に
必
要
と
す
る
共
同
体
を
強

調
す
る
。
こ
れ
ら
宗
教
の
共
同
体
は
ま
た
す

べ
て
忠
実
さ
に
対
す
る
刺
激
や
よ
り
深
い
精

神
生
活
を
経
験
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
仏
教
の
僧
院
は
、
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
（
上

座
部
仏
教
）、
マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
（
大
乗
仏
教
）、

ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
ヤ
ー
ナ
（
金
剛
乗
仏
教
）
の
三

つ
の
伝
統
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
僧
や
尼

僧
は
僧
院
に
住
ん
で
い
る
が
周
辺
社
会
に
も

重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
僧
院
は
世
俗
か
ら
で
た
出
家
集

団
で
あ
り
、
そ
れ
は
全
て
の
衆
生
を
救
済
す

る
た
め
に
彼
ら
は
修
行
し
て
い
る
。
彼
ら
は

社
会
か
ら
隔
離
し
て
い
る
が
衆
生
の
た
め
に

道
徳
的
、
精
神
的
指
導
を
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
彼
ら
共
同
体
は
平
和
・
調
和
・
慈
悲
・

愛
、
す
べ
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
受

け
入
れ
る
。
僧
院
は
仏
教
文
化
や
芸
術
へ
の

貢
献
と
い
う
方
法
で
法
を
実
践
し
、
指
導
す

る
。そ

し
て
社
会
が
よ
く
な
る
よ
う
道
徳
や
精

神
的
面
で
衆
生
を
支
え
て
い
る
ば
か
り
で
な

く
必
要
に
応
じ
て
社
会
奉
仕
も
し
て
い
る
。

数
世
紀
も
の
間
、
こ
れ
ら
共
同
体
は
政
府
へ

の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割
を

演
じ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
共
同
体
を
敬
う

こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
社
会
か
ら
強
い
支

持
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
を
在
家
信
者
は
世
俗

社
会
の
な
か
で
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
方
法
で
仲

間
と
と
も
に
全
て
の
人
類
の
た
め
に
奉
仕
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
表
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
彼
ら
の
任
務
と
な
る
。

こ
ん
に
ち
、
在
家
信
者
の
精
神
的
指
導
を

助
け
、
教
会
の
た
め
に
責
任
を
実
行
す
る
も

の
が
教
会
の
な
か
で
も
新
し
い
在
家
の
信
徒

が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
い
る
。

四
、
こ
ん
に
ち
仏
教
で
は
社
会
に
関
わ
る
面
を

お
お
い
に
強
調
し
て
い
る
。
伝
統
的
仏
教
宗

派
に
よ
る
社
会
活
動
の
ほ
か
に
、
立
正
佼
成

会
の
よ
う
な
新
仏
教
が
日
常
生
活
に
仏
教
の

信
仰
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
ら

は
在
家
信
者
の
慈
善
共
同
体
を
作
り
、
家
族

が
必
要
に
応
じ
て
世
間
に
奉
仕
す
る
と
い
う

よ
う
に
僧
院
と
協
調
す
る
。

菩
薩
道
に
刺
激
さ
れ
て
、
彼
ら
は
世
間
の

苦
悩
す
る
問
題
を
と
り
あ
げ
仏
教
精
神
に
し

た
が
っ
て
人
々
の
心
を
変
革
す
る
。
在
家
サ

ン
ガ
の
核
と
な
る
メ
ン
バ
ー
は
と
き
に
、
仏

法
を
広
め
、
こ
の
世
俗
社
会
に
責
任
を
も
っ

て
対
応
す
る
こ
と
が
ブ
ッ
ダ
を
信
奉
す
る
菩

薩
と
し
て
大
乗
仏
教
の
伝
統
の
中
に
い
く
つ

か
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
会
議
で
私
た
ち
の
崇
拝
す
る
祖
師
た
ち

の
智
恵
と
言
葉
が
、
二
千
余
年
の
間
、
キ
リ
ス

ト
や
仏
陀
の
教
え
が
、
教
会
や
サ
ン
ガ
の
共
同

体
で
生
活
す
る
人
々
の
間
に
い
か
に
浸
透
し
て

き
た
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
た
ち

の
宗
教
的
共
同
体
は
次
世
代
の
人
々
へ
信
仰
と

実
践
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
精
神
的

指
導
・
団
結
・
友
情
や
刺
激
で
支
え
ら
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
宗
教
間
対
話
を
と
お
し
て
、
私

た
ち
は
他
宗
教
の
伝
統
を
も
つ
人
々
と
の
間
に
、

友
情
と
親
し
さ
を
わ
か
ち
あ
い
、
全
人
類
の
仲

間
意
識
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
共
同

体
を
広
げ
る
こ
と
は
、
現
代
の
人
間
苦
を
も
た

ら
し
て
い
る
民
族
の
分
裂
・
偏
見
・
国
粋
主
義
、

果
て
は
環
境
破
壊
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、

今
日
の
世
界
に
大
い
に
必
要
で
あ
る
。
私
た
ち

は
兄
弟
姉
妹
な
の
だ
と
う
意
識
が
、
戦
争
や
テ

ロ
リ
ズ
ム
と
い
う
政
治
的
諸
問
題
を
平
和
的
に

和
解
す
る
こ
と
に
導
く
の
で
あ
る
。
私
た
ち
全

て
の
宗
教
者
同
士
が
互
い
に
知
り
合
い
、
尊
敬

し
あ
う
と
い
う
さ
ら
な
る
宗
教
間
対
話
が
今
後

ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
宗
教
間
対
話
は
、
宗
教
の
相
違
を
超

え
、
平
和
に
寄
与
す
る
奉
仕
が
大
切
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
も
仏
教
も
と
も
に
愛

と
慈
悲
の
実
践
を
と
お
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社

会
に
大
い
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
得
た
こ
と
に
、
大
き
な
価
値
が

あ
る
。

一
月
二
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
、
都
内
の
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク（T

he
B
uddhistN

G
O
N
etw
ork

of
Japan

、
略
称
Ｂ
Ｎ
Ｎ
）の
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
仏
教
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
仏
教
宗
派
・

団
体
等
か
ら
六
十
余
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、「
仏
教

を
基
盤
に
国
際
協
力
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
存

在
と
取
り
組
み
を
広
く
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
相
互
の
交
流
・
研
鑽
を
す
す
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
組
織
と
し
て
、
二
年

程
前
よ
り
設
立
準
備
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
本
会
も
昨
年
よ
り
協
力
を
始
め
て

い
る
。

設
立
総
会
で
は
、
本
会
小
林
正
道
事
務
総
長

の
挨
拶
に
続
い
て
議
案
が
審
議
さ
れ
、
組
織
お

よ
び
規
約
・
役
員
・
事
業
計
画
・
予
算
が
承
認

さ
れ
た
ほ
か
、
参
加
者
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
活
発
に
意
見
や
要
望

が
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、『
キ
リ
ス
ト
教
系
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
歩
み
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
課
題
』

を
テ
ー
マ
に
日
本
聖
公
会
主
教
の
植
田
仁
太
朗

師
に
よ
る
記
念
公
演
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
初
年
度
の
事

業
と
し
て
は
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ

Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）に
よ
る
全
国
規
模
の
団
体
要
覧「
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
の
仏
教
版

と
な
る
よ
う
な
「
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
デ
ィ
レ
ク
ト
リ

ー
」
の
作
成
、
研
修
会
・
公
開
講
座
の
開
催
等

を
予
定
し
て
い
る
。

挨
拶
す
る
小
林
事
務
総
長
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十
二
月
（
九
〜
三
十
一
日
）

八
〜
十
三
日

Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議

マ
レ
ー
シ
ア
大
会
記
念
ツ
ア
ー

及
び
会
議
出
席

九
日

世
界
人
権
宣
言
五
十
四
周
年
記
念

東
京
集
会
出
席

十
日

内
閣
官
房
へ
新
追
悼
施
設
意
見
書

提
出

十
一
日

在
日
ペ
ル
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

選
考
委
員
会
出
席

十
四
日

一
日
中
央
教
育
審
議
会
出
席

ネ
パ
ー
ル
大
使
歓
送
迎
会
出
席

十
七
日

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営

委
員
会
出
席

全
青
協
主
催
名
僧
墨
蹟
展
訪
問

十
九
日

局
内
会
議

近
畿
府
県
仏
教
会
・
関
西
事
務
局

合
同
会
議

二
十
日

日
宗
連
理
事
会
・
幹
事
会

一
月

七
日

日
宗
連
幹
事
会

八
日

局
内
会
議

九
日

法
律
相
談
室

十
日

日
蓮
宗
年
頭
交
歓
会
出
席

十
一
日

部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
歴
史
部

会
出
席

十
四
日

大
日
蓮
展
内
覧
会
出
席

在
日
ペ
ル
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

選
考
委
員
会
出
席

十
五
日

埼
玉
県
佛
教
会
新
年
懇
親
会
出
席

増
上
寺
新
年
互
礼
会
出
席

十
六
日

同
和
委
員
会

自
由
民
主
党
大
会
出
席

十
七
日

阪
神
大
震
災
被
災
者
追
悼
法
会
勤
修

二
十
一
日

首
相
及
び
閣
僚
靖
国
公
式
参
拝

中
止
の
要
請
書
提
出

二
十
二
日

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
総
会

出
席

日
宗
連
中
教
審
問
題
部
会

国
税
庁
と
ペ
ッ
ト
供
養
へ
の
課
税

に
つ
い
て
協
議

二
十
三
〜
二
十
四
日

同
宗
連
研
修
会
出
席

二
十
三
日

法
律
相
談
室

二
十
八
日

局
内
会
議

二
十
九
日

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
新
春
の
集

い
出
席

三
十
一
日

日
宗
連
理
事
会
・
幹
事
会

二
月
（
一
〜
十
日
）

四
日

中
央
教
育
審
議
会
へ
要
請
書
提
出

六
日

局
内
会
議

七
日

加
盟
団
体
責
任
者
同
和
研
修
会

在
日
ペ
ル
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

表
彰
式
出
席

八
日

茨
城
県
佛
教
会
実
務
講
習
会
出
席

就
任

評
議
員

藤
川
善
照
（
鳥
取
県
仏
教
会
）

鬼
頭
誠
英
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

浦
井
正
明
（
天
台
宗
）

海
老
塚
和
秀
（
高
知
県
仏
教
会
）

柴
田
康
英
（
西
山
浄
土
宗
）

岩
間
湛
正
（
日
蓮
宗
）

藤
崎
一
明
（
日
蓮
宗
）

栗
原
正
震
（
日
蓮
宗
）

三
坂
恵
人
（
日
蓮
宗
）

小
倉
光
雄
（
日
蓮
宗
）

総
務
委
員

井
上
光
洋
（
天
台
宗
）

退
任

評
議
員

安
好
和
人
（
鳥
取
県
仏
教
会
）

王
丸
儼
英
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

今
井
祐
弘
（
天
台
宗
）

島
田
定
信
（
高
知
県
仏
教
会
）

西
山
哲
昭
（
西
山
浄
土
宗
）

渡
邉
清
明
（
日
蓮
宗
）

市
川
智
康
（
日
蓮
宗
）

小
松
浄
愼
（
日
蓮
宗
）

及
川
周
介
（
日
蓮
宗
）

曲
山
海
弘
（
日
蓮
宗
）

総
務
委
員

志
井
圓
定
（
天
台
宗
）

橋
爪
良
恒
師
（
全
仏
元
評
議
員
）

十
二
月
十
四
日
遷
化

七
十
五
歳

高
野
山
真
言
宗
元
総
務
部
長

二
〇
〇
三
年
三
月
一
日
発
行

三
月
号

第
四
八
六
号

発
行
人

小

林

正

道

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

人

事

「
全
仏
」
誌
四
月
（
四
八
七
）
号
よ

り
、
体
裁
を
Ａ
４
版
に
刷
新
し
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
一
部
、
公
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。

内
容
の
充
実
を
は
か
る
と
共
に
、
よ

り
見
や
す
い
紙
面
作
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
ご
期
待
下
さ
い
。

「「
全全
仏仏
」」誌誌

刷刷
新新

哀

悼

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

本
会
が
毎
年
頒
布
し
て
お
り
ま
す
、

花
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
価
格
は

従
来
通
り
、
一
枚
百
円
で
、
送
料
は
実

費
ご
負
担
下
さ
い（
着
払
）。
お
申
し
込

み
は
五
枚
以
上
で
、
本
会
事
務
総
局
ま

で
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
―
三
四
三
七
―
三
二

六
〇
）
あ
る
い
は
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し

ま
す
。

花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー

長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
を
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
の
午
後

開
催
し
て
お
り
ま
す
。本
会
事
務
総
局（
○

三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五
）
へ
事
前
予

約
の
上
お
い
で
下
さ
い
。

お
願
い

本
誌
発
送
先
変
更
の
場
合
、
事
務
局
迄
、

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

無
料
法
律
相
談

（たて５９４�×よこ４２０�）
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